3.1.1. 講座およびプロジェクトの概要 (3.1. 認知支援システム学講座, 3. 教育研究活動報告) by unknown































主題との関連で 1960 年代頃から継続的に行われて来た．代表的な成果として，Meehan(1980) は，登場人物達の目標と
計画に基づく問題解決行動をストーリーの展開と同一視する Tale-spin システムを提案した．このシステムはまた概念依
存理論をはじめ自然言語意味処理の成果を利用している．Okada & Endo(1992) は，やはり問題解決に基づく物語生成
システムを開発したが，さらに大規模な概念辞書が導入されている (岡田, 1991)．Mueller(1990) の Daydreamer シス
テムは，白昼夢様の自然言語文章を生成するシステムであるが，物語生成システムの興味深い一例と見ることも可能であ
る．この研究では，目標‐計画型知識構造，プロダクションルールによる生成制御，セレンディピティーによる概念的処
理など，多彩な方法が使われている．Bringsjord & Ferrucci(2000) が提案した BRUTUS システムは，テーマ構造によ
